
11月 9日から 11月 15日までは「秋季全国火災予防運動」実施期間です。火災が起きやすい時季を迎え

ます。火災の予防に努めていきましょう。         「火を消して 不安を消して つなぐ未来」防火標語 2023

年度全国統一防火標語 
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     １２月の主な行事予定 

１日 

  

（金） 

  

ゆりひま夢いっぱいアート展見学 

３・４年読み聞かせ 委員会 

４日 （月） 持久走大会予備日 くまなびスクール 

５日 （火） ３年校外学習 SC来校日 

６日 （水） ４時間授業 ５年親善タグラグビー大会 

７日 （木） JRC の日 学校保健委員会 

８日 （金） JRC の日 クラブ 

１１日 （月） くまなびスクール 

１２日  （火）  
特別日課５時間 個人面談 

１３日 

  

（水） 

  

特別日課５時間 個人面談  

民生児童委員会 

１４日 （木） 特別日課５時間 個人面談   
１５日 (金) 特別日課５時間 個人面談 

１８日 （月） 特別日課５時間 個人面談 

１９日 （火） 校外水泳授業 SSW 来校 

２０日 （水） ４時間授業 個人面談 

２１日 （木） 特別日課５時間 個人面談 

２２日 （金） 後期前半授業終了日 全校朝会                 

給食なし ３時間（１１：４０）一斉下校 

 

  

１1 月の主な行事予定 

1 （水） 
※１日～７日 彩の国教育週間  

縦割り花植え フリー参観②(2～４校時)     

３年五家宝出張実演見学 SSW 来校日  

2 （木） フリー参観③（２～４校時） ４年サッカー教室 

3 （金） 文化の日 

4 （土）  

5 （日） 高柳自治会グラウンドゴルフ 

6 （月） 音楽朝会 くまなびスクール 

7 （火） 縦割り花植え １年校外学習 

8 （水） 
縦割り花植え ４時間授業 13:40 下校 

JRC の日 アルミ缶回収   

9 （木） 
JRC の日 アルミ缶回収 ４年熊谷市音楽会 

６年修学旅行前検診 

10 （金） 
全校朝会 登校指導日 代表委員会 

２年おもちゃフェスティバル 委員会          

11 （土） 高柳子供会資源回収  

12 （日）  

13 （月） ５年熊谷工業高校見学 くまなびスクール 

14 （火） 埼玉県民の日  

15 （水） ６年修学旅行  

16 （木） ６年修学旅行 

17 （金） 振替休業日（１０／７分） 

18 （土） スポレク（リレー） 

19 （日） スポレク（タグラグビー） 

20 （月） OBL(５・６年)  くまなびスクール  

21 （火） 校外水泳授業(４．３．５年) 

22 （水） ４時間授業 13:40 下校 

23 （木） 勤労感謝の日 

24 （金） 振替休業日（１０／２８分）  

25 （土）  

26 （日）  

27 （月）   

28 （火） 
校外水泳授業(４．３．５年) 

６年熊谷農業高校見学  

29 （水） 
人権朝会 持久走記録会  

５・６年読み聞かせ 

30 （木） １・２年読み聞かせ 

 

   「特別」ではなく「当たり前」に  ～時代の変化と情報教育～ 

視聴覚情報主任 

玉井小学校での GIGA スクール構想によるタブレット端末の利用が開

始されてから、今年で３年目を迎えようとしています。導入された当初 

真新しいタブレットに児童は目を輝かせ、「どんなふうに使ったらいいの？」「こんなこと

もできるの！？すごい！」という声がたくさん聞かれました。今では、授業や学級活動で

はもちろん、全校朝会などの行事といった様々な場面で活用されており、児童にとって、

まるで文房具のような身近で当たり前の存在として教育現場に根付いてきています。 

もちろん、ICT 機器の活用には、メリットだけではなく様々なリスクが伴います。SNS

上での対人関係のトラブル、学習にかける時間の減少といった問題が児童の周りで実際に

起きてしまっているのが現状です。使い方を間違えてしまえば、どんなに便利な物でも問

題の火種になりかねない危険性があります。 

しかし、ICT 機器の活用は、いまや私たちの日常生活と切っても切り離せないのが現実

です。だからこそ、子供たちがこれからの時代を生き抜く力を育くむために、私たち大人

が正しい使い方を示してあげることが重要であると思います。学校と家庭とがしっかり手

を取り合い、時代の変化に合わせた情報教育の形を模索していくことが大切だと考えてお

りますので、今後とも本校の教育活動にご理解とご協力をお願いいたします。 

「脳」の能力は掛け算式に成長する 
校長  小林 淳志 

 
「奥山に もみぢふみわけ 鳴く鹿の 声聞くときぞ 秋はかなしき」猿丸太夫 

 
朝晩が涼しく過ごしやすくなりました。例年 10月 24日から 11月

7日くらいまでを、二十四節気で「霜降（そうこう）」と言います。

秋が深まり、その字のごとく朝霜が降りる頃であり、朝晩は冷え込

み始めます。人々や動物たちの冬仕度がはじまり、もみじや蔦は色

付き、農作物の収穫も行われます。この歌のように、どこかさみし

さを感じる季節ですね。 
 
 さて、先日、将棋の藤井聡太（ふじいそうた）さんが、将棋の 

タイトル（国内では、竜王や名人など全部で８つのタイトルがあ 

る）を８つすべて制覇するいわゆる８冠を達成したと日本中で大 

きなニュースになりました。藤井聡太さんは現在２１歳です。も 

ちろん、この藤井聡太さんが類まれなる才能をもっていることは間違いないわけですが、

この藤井さんがここまで強くなった（成長した）こと、特に「脳の成長」について、脳研

究者の池谷裕二さんが読売新聞（10/17）で次のように解説していました。 

 
脳の成長の特性上、成長を実感できるまでには「時間がかかること」や「急に伸びるこ

と」があるのか、「なるほど」何となく腑に落ちました。と同時に、藤井聡太さんのすご

いところは、才能に加え、「努力し続ける」ことにあったのではないかと感じました。確

かに努力したことが目に見えなければ、実感できなければ「続ける」ことへのモチベー

ションは下がっていきます。これは当たり前のことかもしれません。でも、ここを乗り

越えると、「伸びる」ことが分かれば、努力を「続ける」ことができるのではないか、そ

んなことを感じ、後期の始業式でも、子供たちに話したところです。「努力し続ける」こ

とは、口で言うほど簡単ではありませんが、少しでも子供たちが「努力し続けられる」

よう、励まし、頑張らせたいと思いますので、ぜひご家庭でも子供たちの小さな「努力」

を認め、励まし、「できた」「わかった」「成長した」ことを褒めてあげて欲しいと思いま

す。それでは、後期もどうぞよろしくお願いいたします。 


